
S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
産
業
の
基
盤
づ
く
り
を
目
指
す
目
標
９
と
、
不
平
等
の
是
正
を
目
指
す
目
標
10
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
9
は
高
知
工
科
大
学
、
目
標
10
は
東
洋
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
目
標
10
で
は
、
所
得
格
差
の
縮
小
に
加

え
、
年
齢
や
性
別
、
障
害
、
人
種
な
ど
に

か
か
わ
り
な
く
、
適
切
な
法
律
や
政
策
、

行
動
の
促
進
な
ど
を
通
じ
て
、
機
会
均
等

を
確
保
し
、
成
果
の
不
平
等
を
是
正
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
社
会
に
お
け
る
所
得
の
不
平
等
さ
を
測

る
指
標
で
あ
る
ジ
ニ
係
数
（
＊
２
）
を
見

る
と
、
2
0
1
0
〜
1
７
年
の
間
、
国

連
が
調
査
し
て
き
た
84
か
国
の
う
ち
、
38

か
国
で
ジ
ニ
係
数
の
値
は
低
下
し
て
い
る

が
、25
か
国
で
は
上
昇
し
て
お
り（
＊
１
）、

所
得
の
不
平
等
は
依
然
と
し
て
大
き
な
課

題
だ
。
国
家
間
の
不
平
等
を
縮
小
す
る
た

め
、
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
や
直
接

海
外
投
資
等
の
促
進
も
目
標
10
に
含
ま
れ

て
い
る
が
、
開
発
途
上
国
へ
の
援
助
額
は

十
分
で
は
な
い
。

　
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
の
影
響
で
、
弱
い
立
場
の
人
の
雇

用
や
教
育
な
ど
に
支
障
が
出
て
い
る
。
経

済
活
動
が
停
滞
し
、
国
際
的
な
資
金
の
流

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
影
響
で
、
さ
ら
に
広
が
る
格
差

世
界
の
状
況

解　説

目
標

10 
各
国
内
及
び
各
国
間
の
不
平
等
を
是
正
す
る

解　説

※プロフィールは2021年 3月時点のものです。　　＊1　国際連合　持続可能な開発目標（SDGs）報告2019。　＊２　所得などの分布の均等度合を示す指標。係数が0に
近づくほど所得格差が小さく、1に近づくほど所得格差が拡大していることを示す。　＊３　平成 29年版　厚生労働白書

目
標
９ 

強
靱
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）
な
イ
ン
フ
ラ
構
築
、

包
摂
的
か
つ
持
続
可
能
な
産
業
化
の
促
進
及
び

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
図
る

　
社
会
の
持
続
的
な
発
展
に
は
、
電
気
や

水
道
、
交
通
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
欠
か
せ
な
い
。
イ
ン

フ
ラ
が
整
う
と
産
業
は
活
性
化
し
、
技
術

革
新
が
促
進
さ
れ
、
さ
ら
な
る
社
会
の
発

展
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　
途
上
国
の
一
部
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

水
な
ど
の
安
定
供
給
が
依
然
と
し
て
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
世
界
に
お
い
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
人
の
割
合
は

５
人
に
１
人
未
満
で
あ
る
（
＊
１
）。
　

　
特
に
、
後
発
開
発
途
上
国
で
は
産
業
化

が
遅
れ
て
お
り
、
製
造
業
に
お
け
る
1

人
あ
た
り
の
付
加
価
値
（
2
0
１
８
年
）

は
、
欧
米
が
４
９
３
８
米
ド
ル
に
対
し
、

後
発
開
発
途
上
国
は
１
１
４
米
ド
ル
に
過

ぎ
な
い
（
＊
１
）。
そ
の
た
め
、
目
標
９

で
は
、
途
上
国
に
対
す
る
金
融
・
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
支
援
を
強
化
し
た
り
、
各
国
が

持
続
可
能
な
産
業
の
確
立
に
向
け
て
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

生
活
や
産
業
の
基
盤
と
な
る

イ
ン
フ
ラ
未
整
備
の
地
域
が
残
る

世
界
の
状
況
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れ
が
縮
小
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
、
先

進
国
と
開
発
途
上
国
と
の
格
差
が
一
層
広

が
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　
日
本
の
ジ
ニ
係
数
の
値
は
、
ア
メ
リ
カ

よ
り
は
小
さ
い
が
、
北
欧
や
ド
イ
ツ
よ
り

も
大
き
く
、
経
済
格
差
は
小
さ
く
な
い
と

言
え
る
（
＊
３
）。
　

　
た
だ
、
社
会
福
祉
の
観
点
で
見
る
と
、

障
害
者
差
別
解
消
法
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
な
ど
の
法
整
備
に
よ
り
、
格
差
是

正
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
、
社
会
福
祉
法
が
改

正（
＊
４
）さ
れ
た
こ
と
が
転
換
点
に
な
っ

た
と
、
東
洋
大
学
社
会
学
部
の
加
山
弾だ

ん

教

授
は
指
摘
す
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
社
会
福
祉
制
度
は
、
介

護
や
障
害
、
子
育
て
、
生
活
困
窮
な
ど
、

分
野
ご
と
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
法
改
正
に
よ
っ
て
、『
８
０
５
０

問
題
』（
＊
５
）
な
ど
、
分
野
横
断
的
な

問
題
に
応
え
ら
れ
る
体
制
を
、
市
町
村

が
柔
軟
に
整
備
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」

　
加
山
教
授
は
そ
う
し
た
法
整
備
に
加

え
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
（
＊
６
）
な
ど
の
専
門
職
を
地
域
に

配
置
し
、
例
え
ば
、
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
活
用
し
た
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
な

ど
、
地
域
に
潜
在
す
る
社
会
資
源
を
つ
な

ぎ
合
わ
せ
、
包
括
的
な
支
援
の
あ
り
方
を

考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
る
。

　
ま
た
、
日
本
で
暮
ら
す
外
国
人
へ
の
支

援
も
重
要
だ
と
、加
山
教
授
は
説
明
す
る
。
　
　
　

　「
入
国
し
た
外
国
人
に
対
す
る
管
理
政

策
は
あ
っ
て
も
、
医
療
や
福
祉
、
労
働
、

教
育
な
ど
の
公
的
支
援
が
不
十
分
で
あ

り
、
早
急
な
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
」

東
洋
大
学

社
会
学
部
　

社
会
福
祉
学
科
　教
授

加
山 

弾

か
や
ま
・
だ
ん

専
門
分
野
は
、
社
会
福
祉
学
（
地
域
福
祉
論
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ワ
ー
ク
論
）。
関
西
学
院
大
学
大

学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
単
位
取

得
退
学
。
博
士
（
人
間
福
祉
）。
関
西
学
院
大
学

助
手
を
経
て
、
2
0
0
6
年
か
ら
現
職
。

日本の状況　解説者
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

分
野
横
断
的
な
支
援
の
充
実
を

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

52
〜
53
で
、
目
標
９
の
達
成
に
向

け
た
［
高
知
工
科
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

Ｐ．
　

54
〜
55
で
、
目
標
10
の
達
成
に
向

け
た
［
東
洋
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

＊４ 2020 年「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」が成立。　＊５　80 代の親が、引きこもりなどで収入のない 50 代の子どもと同居し
て生活を支えているなどの社会的孤立の問題。　＊６ 分野を超えた支援が求められる問題に対して、必要な分野を結びつけて支援を行う専門職。

　
目
標
９
に
「
強
靭
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）

な
イ
ン
フ
ラ
」と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

自
然
災
害
な
ど
が
起
き
た
後
、
イ
ン
フ
ラ

を
す
ぐ
に
元
の
状
態
に
回
復
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
だ
か
ら
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
人
や

物
の
行
き
来
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
製
造
業
や

交
通
業
、
運
輸
業
な
ど
が
危
機
に
瀕
し
て

い
る
。
い
か
に
国
際
協
調
を
強
め
て
、
正

常
な
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
し
、
支
え
て
い
く

か
が
、
今
ま
さ
に
問
わ
れ
て
い
る
。

　
日
本
で
は
、
生
活
や
産
業
の
基
盤
と
な

る
イ
ン
フ
ラ
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
て
い
る
。

目
標
９
は
、
日
本
が
達
成
し
て
い
る
と
評

価
さ
れ
る
数
少
な
い
目
標
の
１
つ
で
あ

る
。

　
中
で
も
、
自
然
災
害
が
頻
発
す
る
日
本

で
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
へ
の
対
策
を
課

題
と
し
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
高
度
経
済
成
長
期
に

整
備
さ
れ
た
道
路
や
橋
な
ど
は
、
老
朽
化

が
進
ん
で
お
り
、
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
Ａ
Ｉ
技
術

を
用
い
た
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
や
管
理
な
ど

の
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
目
標
９
の
達
成
に
向
け
て
、日
本
に
は
、

各
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
高
知
工
科
大

学
シ
ス
テ
ム
工
学
群
の
王お

う

碩せ
き

玉ぎ
ょ
く

教
授
は

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　「
特
に
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
は
、
様
々
な
産

業
の
自
動
化
や
効
率
化
、
省
力
化
に
貢
献

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

ロ
ボ
ッ
ト
開
発
の
研
究
は
、
日
本
が
世
界

を
リ
ー
ド
し
て
お
り
、
研
究
費
の
増
額
や

研
究
環
境
の
整
備
な
ど
も
進
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
さ
ら
な
る
国
際
貢
献
が
期
待
さ

れ
る
分
野
だ
と
思
い
ま
す
」

高
知
工
科
大
学

シ
ス
テ
ム
工
学
群

教
授王 

碩
玉

お
う
・
せ
き
ぎ
ょ
く

専
門
分
野
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
、
制
御
工
学
。
山

形
大
学
工
学
部
助
教
授
、
高
知
工
科
大
学
工
学
部

助
教
授
な
ど
を
経
て
、
２
０
０
２
年
か
ら
現
職
。

18
年
よ
り
、
同
大
学
総
合
研
究
所
・
ア
ド
バ
ン
ス

ト
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
長
を
兼
任
。

日本の状況　解説者
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
な
ど
を
強
化
し
、

技
術
革
新
の
牽
引
を

日
本
の
状
況

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

 高校版  2021 April51

0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 50 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

03/24
引寺

念
校

04/02
引寺

再
念
校

04/06
芳賀 − −/−

− − −/−
−0-01-J-22498-001 2021 年度 VIEW next 高校版 4 月号 51 頁 ＣＭ

ＹＫ
色
校

03/24
引寺

念
校

04/02
引寺

再
念
校

04/06
芳賀 − −/−

− − −/−
−

P50-51_view-next-koukou-4g.indd   51 2021/04/06   10:44




